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重要取組シート 

取組項目 待機児童解消・保護者満足度向上に向けた取組 

現状・課題 

【現状】 

・令和4年4月 1日現在の待機児童数は0人（2年連続で待機児童数ゼロ）、保留

児童数615人。 

・令和3年度は、幼保連携型認定こども園の創設4か所、保育所の創設1か所、小

規模保育事業の創設2か所、私立幼稚園等からの移行2か所、企業主導型保育事

業の創設2か所、既存施設の増改築等が1か所により、合計638人の受け入れ

枠増を実施した。 

・令和4年度の受け入れ枠増加決定分は約200人。 

・さかい子育て応援アプリを活用して、保護者に対して保育活動に係るアンケート

を実施した結果、様々な意見・提案が寄せられた。 

・令和 4 年 4 月入所の新規利用児童における決定施設希望順位は、第 1 希望の割

合は82.2％、また、第3希望までの割合は97.1％となり、ともに昨年度より上

昇した。 

【課題】 

・待機児童ゼロを前提としつつ、子育て家庭の保護者満足度を向上させる取組の推

進が必要となっている。 

・待機児童ゼロの維持するために既存施設を最大限活用 

・卒園後の受け入れが保証されていない小規模保育事業の一部の施設では、定員に

空きがでてきており、これらを活用することが必要 

・地域における保育ニーズと受け入れ枠のミスマッチの解消 

・大規模マンション開発などにより局所的に発生する保育ニーズに対応 

・保護者は少しでも希望上位の施設に入れるように、施設選びに際し様々な情報が

必要であるが、情報収集には、施設に何件も電話するなどの労力がかかるので、

保護者の負担を軽減させることが必要 

取 組 の 

内  容 

・小規模保育事業所卒園児の受け入れ枠確保のための私学助成幼稚園との連携強化 

・保育ニーズの高いエリアの児童を受け入れ枠に余裕のある施設に児童を送迎す

る、送迎保育ステーション事業の運営管理、経費補助及び効果検証 

・保護者にとって利便性の高い企業主導型保育事業の積極的な周知 

・大規模マンション開発により増加する保育ニーズに既存施設で対応できない場合

は、建設予定の大規模マンション内に、当該マンション住民が優先入所できる保

育施設の設置を要請 

・保護者が希望する条件に合致する施設情報をもれなく得ることができるように、

さかい子育て応援アプリのマッチング機能、PUSH通知機能などを活用した幅広

い施設情報などの情報発信 

・商業施設での施設情報案内 

・保護者に希望施設の対象を広げてもらうため、施設の入所しやすさの指標の検討

及び公表に向けた関係機関等との調整 

・入園説明会の日程一覧の公表、YouTube での施設紹介動画の公開促進 

・オンライン施設説明会のモデル実施 

子ども青少年局 

子育て支援部 待機児童対策室 
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前期 

（～7月） 

□ 企業主導型保育事業募集の周知（4月） 

□ 待機児童数の確定（5月） 

□ 入園説明会の日程一覧の公表（6月） 

□ 小規模保育事業との連携強化のための施設への働きかけ（～7月） 

□ 施設の入所しやすさの指標（案）の公表に向けた検討（～7月） 

□ 商業施設との施設情報案内の調整（～7月） 

□ YouTube での施設紹介動画の公開促進のための課題対応策検討（～7月） 

□ オンライン施設説明会のモデル実施のための調整（～7月） 

中期 

（～11月） 

□ 小規模保育事業との連携強化による受け入れ枠確保（9月） 

□ 商業施設での施設情報案内（9月） 

□ 施設の入所しやすさの指標の公表（9月） 

□ オンライン施設説明会のモデル実施（9月） 

後期 

（～3月） 

□ 送迎保育ステーション事業の効果検証（3月） 

次年度 

以降 

□ 待機児童ゼロの継続に向け、引き続き必要な受け入れ枠の確保に努めていく。 

□ 子育て応援アプリのアンケートの活用や、窓口等での保護者の声を聴きながら、

引き続き保護者満足度向上に努めていく。 

進
捗
の
状
況 

前期 

（～7月） 

□ 待機児童数の確定（5月） 

□ 入園説明会の日程一覧の公表（6月） 

□ 小規模保育事業との連携強化のための施設への働きかけ（～7月） 

□ 施設の入所しやすさの指標（案）の公表に向けた検討（～7月） 

□ 商業施設との施設情報案内の調整（～５月） 

□ 商業施設での施設情報案内（６月） 

□ YouTube での施設紹介動画の公開促進のための課題対応策検討（～7月） 

中期 

（～11月） 

□ 小規模保育事業との連携強化による受け入れ枠確保（9月） 

□ 施設の入所しやすさの指標の公表（9月） 

後期 

（～3月） 

□ 送迎保育ステーション事業の効果検証（3月） 
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該当する 

施策 
3―（1）妊娠から学齢期まで切れめのない子育て支援の充実 

寄与する 

KPI 

保育所等待機児童数［現状値：11人（202０年度）、0人

（202１年度）］ 

目標値（2025年度） 

0人 
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最も貢献する 

SDGsのゴール 

ゴール番号 
質の高い教育をみんなに 

4 

寄与する 

KPI 
― 

目標値（2023年度） 

― 

 


